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「昼の間にできること」 
日本ホーリネス教団 千葉栄光教会協力牧師 八街栄光キリスト教会担当 伏見美恵子 

 

そして彼らに言われた、「全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ。 

                                                   （マルコ 16：15） 

イエス様のご命令に対し、「どれだけ忠実に仕えているか、どうしたらもっと伝道ができるだろうか。」

と自問します。自分のできることは本当にわずかで限られています。 

千葉ライフ・ラインが始まった頃、スタッフの一人として、私たちが入っていくことのできないお茶の間

で、一人でも多くの方に福音を伝えることのできるこの働きは素晴らしいと思いました。 

放送伝道には多くのお金がかかりますが、千葉 TV を通して何十万という方に福音が届けられてい

ることを喜びました。経済的にはいつも戦いがありましたが、関係者の方々の献身的な働きと背後で

祈り献金をして下さる方々により支えられ続けています。今日まで、綱渡り的な状況にあっても宣教の

業がなされているのです。このライフ・ラインを通して、多くの方がキリスト教に関心を持ち、救いに導

かれる方が起こされていることは、素晴らしい神様のなされる業です。 

コロナ禍、SNSを通して世界中の多くの人々に福音が届くようになり、宣教の働きは拡大しています。

混迷する世の中に絶望したり、悲しみの中にある人たちに、神様の愛と希望の光が届けられるように

なったのです。本当に素晴らしいことです。これらの働きがますます用いられるように祈ります。SNS

の普及により、テレビ離れと言われて久しいですが、それでもまだ多くのお茶の間にはテレビがあり、

気軽に視聴できます。番組は PBA スタッフの方々が取材を重ね工夫を凝らしながら御言葉の取次と

クリスチャンの証を織り交ぜての構成です。身近で共感でき慰められ、励まされる良い番組で、私たち

はその恩恵に与れます。何を隠そう、私たち夫婦が出会うきっかけとなったのはこのライフ・ラインによ

るものなのです。神様のなさることは不思議です。 

再臨は日々近づいています。「夜が来る。すると誰も働けなくなる。」（ヨハネ 4：9） 

昼間の内に、諦めずに信仰をもって福音の種まきに励み続けたいです。求道者、家族、親族、友人

の救いの為に、信者には慰めと信仰の励ましの為に。永遠の命につながるライフ・ライン（生命線）とし

て、期待をもってこの番組も活用し、祈り支えていきましょう。 

やがて王なるイエス様が迎えに来て下さるのですから。 

 
 

お茶の間に福音！ 

チバテレ土曜あさ７時、心やすらぐ３０分「ライフ・ライン」 
ご家族でお楽しみ下さい。 
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｢千葉ライフ･ライン事務局｣からの 

とれたてホットニュース 
「ですから、悔い改めて神に立ち返りなさい。 

そうすれば、あなたがたの罪はぬぐい去られます。」 
（新改訳2017使徒３：１９）  

１．教会の存続のために祈ります 
このコロナ禍の中、小さい教会が閉じる報告が

あり、心を痛めております。３年も対面の礼拝や

交わりができないとたいへんです。主の支えをお

祈りいたします。 

 

２．千葉ライフ・ライン 
本年度もひたすら番組放映が続けられますよ

う、励まされながら、祈り、ともに支えてくださ

る方、教会を掘り起こして行きたいと思っていま

す。皆さまにも、お祈りとご協力をお願いいたし

ます。 

 聖書通信講座から救われ洗礼を受ける方が与

えられますように。 

 

３．献金方法 
放映継続にご賛同されます方々、献金の送り先

はニュースレター表紙の振込先へ、手数料削減の

ためゆうちょダイレクトで振り込める方はぜひ

お願いいたします。また、他銀行から振り込める

ゆうちょ銀行口座を記載しました。 

 

４．ライフ・ラインＣＭを募集します。 

ライフ・ラインで教会案内をしてみませんか。

ＣＭ料金は、毎月、案内は１回４０００円、教会

案内と番組放映の維持の働きをいたします。 

よろしく、お願いいたします。 

 お申込み、お問い合わせはホームページから、

あるいは、０９０－６７０９－０７２６山本進、

または事務局へ。 

 

放送レスポンス状況 
 毎週放送のレスポンス  
５月   千葉４１通（初めてお便り ８通） 

 聖書通信講座  
６月に入り、修了者が２名あり、感謝ですが、しばら

くお休みかもしれません。お祈りください。在主。 

(山本進) 

                        

＜２０２２年７月の千葉ライフ・ライン祈祷会＞ 

７月１２日(火)午前１０時半～１２時 の予定 

千葉クリスチャンセンター(ＣＣＣ)ビル３Ｆ 

（〒260-0021千葉市中央区新宿２－８－２ 

連絡先TEL 043-247-3058 事務局） 

＜奉仕とお交わり＞ 
７月１６日(土)午後１時から、千葉クリスチャンセ

ンタービル３Ｆ、税理士法人グローリア足達会計

事務所(℡043-243-8001)でニュースレター発送を

行います。お時間を見計らってご奉仕ください 

＜５月のおたよりから＞ 
（１週目）・私もボランティアをし 
ていくのに参考になりました。 
（２週目）・透き通った歌声で心が

洗われる思いでした。また、いつもﾒｯｾｰｼﾞが簡潔で

解りやすく、恵まれます。 
・今月の歌を作詞・作曲・歌の小坂忠さんが４月29
日、召天されましたことを心よりご祈念申し上げま

す。また、小坂忠さんがライフ・ラインに出演され

た回があれば、再放送を要望します。 
（３週目）・ラジオで先に聴いていたRITOさんをテ

レビで拝見し、マジックを元にメッセージがとても

わかりやすく、素晴らしい活動をされているなと思

いました。 また、ライフラインのつどいは毎回、先

生方のお説教が素晴らしく、そのみ言葉が心にしみ

ます。これからも、この癒される貴重な番組が、ず

っと続いていく事をお祈りしています。 
（４週目）・心に染み入る歌声でした。聴いた人が一

人でも多くｲｴｽの愛を知ることができますよう祈り

ます。 
・朝テレビをつけて、ふと番組内容が気になりつけ

ました。（中略）急にこんな不思議が？という出来事

を思い起こさせてくださるユリの映像と言葉に、神

様が癒してくださってるなあと感じました。 
（５週目）・難病を患いながらも、とても綺麗で、ま

た力強い歌声に感動しました。 以前の放送でもお話

しを聞いて、大変な経験をされた事に驚いたのです

が、お元気そうで、安心しました。 またコンサート

の様子を放送してほしいです。 
＜あとがき＞ 藤井理恵さんのたましいへの配慮に

学ばされます。イエス・キリストの救いはたましい

の救いでもありますから。感謝です。（山本） 
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